
L452 ミクロの文字を書いてみよう
Write Tiny Letters

つたえる・かんがえる・ちょうせつする 生命館4階

■展示品のねらい
  スイッチを押して、用紙を顕微鏡の下に置いてみましょう。
用紙にとても小さな字で書かれた問題が画面に拡大されて見
えます。
  肉眼では読み書きできないくらい小さな字を顕微鏡で拡大す
ると読むだけでなく書くことができる体験ができる展示品で
す。
拡大して表示することで、細かな操作を確認しながら行うこ
とができるようになることを実感できます。

■知識プラスワン

  私たちはとても短い時間で自分の考えを文字にして表すこと
ができます。しかしこのとき、からだのいろいろなところが
うまくはたらくことが必要です。
  問題を見て理解したり答えを思い出したりするだけでなく、
思い通りに線（文字）をかくために、ペンを持つときに使う
指の力の入れ方なども調節し、また線がどこまで引かれたか
次々に確認しながら、それに合わせて次の動作も続けていか
なければなりません。
  何気なく簡単に行っている字を書く動作だけでも、両目をふ
さいでみたり、利き手と反対側の手を使ってみたりすると、
とてもむずかしくなりますね。実は簡単なことではなかった
のです。みなさんのからだは、とてもよくできていて、すば
らしいはたらきをしているのです。
  これらのはたらきをうまく行うために、それぞれに対応する
脳のいろいろなところも次々とはたらいています。

【緊張するときのからだの変化は? 】
制限時間内に問題の答えを書こうとして、少し緊張しません
でしたか？
科学館での体験は楽しくてあまり緊張せずにできたかもしれ
ませんが、大事な試験を受けるときなど、緊張を感じたこと
のある人も多いでしょう。
緊張すると、私たちの目の「瞳孔」がひらいて大きくなり、
消化管での消化のはたらきは低下します。
  心臓の動きが早くなり血管が収縮して血圧も高くなり、汗が
出ます。これらの変化は自律神経系のうち交感神経と、から
だの各所にある内分泌腺から血液中に出る物質「ホルモン」
の作用によります。

  食後に休憩しているときなど、リラックスするときは緊張し
ているときに出ていたホルモンの量が減ったり、別のホルモ
ンが分泌されたりします。自律神経系のうち副交感神経もは
たらき、からだのようすは大きく違ってきます。
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